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奈義町におけるさまざまな教育の取り組みを紹介します

発行：奈義町教育委員会学事課

―夢に向かって自ら学び

ともに高めあう「なぎっ子」―

●問い合わせ先

夏休みが終わり2学期が始まりました！まだまだ暑い日が続きますが、気持ちを新たに学校生活を楽しみましょう。

さて、昨年5月に着手された奈義中学校改築工事(Ⅰ期)が、この7月末に完了し、新校舎が完成しました！

生徒の皆さんによる、登校日や部活動時を利用しての引っ越し作業と、8月6日(日)に行ったPTA奉仕作業で、ほ

とんどの物品を移設することができました。暑い中、大変お疲れ様でした。ありがとうございました。

また、13日(日)に開催した旧校舎お別れ見学会＆新校舎内覧会には、600名以上の卒業生や地域の方などが来

場されました。学生時代に懐かしい思いを馳せる人たちや、今までの校舎とはガラリと変わった新校舎に驚きと期待を

示す人たちでにぎわい、9月から順次解体が進められる旧校舎にはたくさんの感謝のメッセージが書かれていました。

▲旧校舎見学会で展示された

卒業アルバムを見て懐かしむ

卒業生(上)

▲たくさんのメッセージが書

かれた旧校舎(下)

▲校舎中央には吹き抜けの屋内広場

「ナギヒロバ」が整備され、集会や発

表会などの会場として使用できます。

▲教室のある2階は木造で、木の優しい香り

が広がり暖かな光が差し込みます。

各教室を結ぶ廊下は、成果物や教材の展示が

できるよう広い空間になっています。

今後はⅡ期工事で図書室やランチルームが整備されます。解体工事も始ま

りますので、来年のグランドオープンまで工事車両の移動や重機を使う音など

でご迷惑をおかけしますが、ご理解をお願いします。



紙面で伝えきれない教育委員会の取り組みを投稿しています！👉

●問い合わせ先 奈義町教育委員会学事課（文化センター内）

Tel：0868-36-4195 / E-mail：kyouiku@town.nagi.lg.jp

「奈義町教育委員会」更新中！ 

◀1枚ごとに自

分たちで○付け

をし、次のプリ

ントを棚から

取っていきます。

算数は白帯から、

漢字は小結から

始まります。

▲グループでの寸劇を通して、間の取り方

や心情を読み取るテクニックをオリザ先生

に教わりました。

名以上の卒業生や地域の方などが来

場されました。学生時代に懐かしい思いを馳せる人たちや、今までの校舎とはガラリと変わった新校舎に驚きと期待を

月から順次解体が進められる旧校舎にはたくさんの感謝のメッセージが書かれていました。

8月14日から約1か月間、岡山理科

大学生が奈義町にインターンシップに

来られています。これは、奈義町教育

委員会と岡山理科大学生物地球学部と

の包括的連携・協力に関する協定に基

づいて受け入れを行っているものです。

1週間ごとに交代で毎週4人程度の学

生が来られます。ビカリアなどの公共

施設や学校園にもお手伝いに行くこと

がありますので、見かけたら声をかけ

てくださいね！

放課後児童クラブでは、基礎学力の向上を目指し、3年生以上にプリ

ント学習を取り入れました。3,4年生には「算数一直線コース」、5，6年生

には「漢字はっけよいコース」を用意し、1年生の内容から順にどんどん

進めていきます。何枚ずつかに関門を設け、クリアするとシールがもらえま

す。児童らは「先生、できたー！」「このシールがええ！」と積極的に取り組

んでいました。

町教育委員会研修の一環で、8月18日(金)に、津山市立北小学校

特別支援教育士 吉田英生先生をお招きし、「子どもの教育課題を解

決するための会議(サポートミーティング)の持ち方」について研修を

行っていただきました。子どもが抱える困難さを理解し、どのような手立

てができるかを学びました。

各教室を結ぶ廊下は、成果物や教材の展示が

期工事で図書室やランチルームが整備されます。解体工事も始ま

りますので、来年のグランドオープンまで工事車両の移動や重機を使う音など

昨年2,4,6年生のトイレを

洋式化し、今年度は1,3,5年

生のトイレの洋式化と多機

能トイレの改修を行います。

工期は来年1月末までの予

定ですので、児童の皆さん

にはご不便をおかけします

が、よろしくお願いします。

18日午後には、劇作家・演出家 平田オリザ先生の講演とワーク

ショップ、また22日(火)には演出家 田野邦彦氏らによる、毎年恒例の

コミュニケーション教育研修を行いました。先生方は体を動かしたり簡

単な芝居をしながら、コミュニケーションの重要性を学びました。

研修を通じ、子どもたちとの向き合い方、支援や理解につながる一助

になればと思います。


